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〔
商
法
　
一
七
五
〕

一
人
会
社
の
代
表
取
締
役
に
対
す
る
監
視
義
務
を
怠
つ
た
名
目
的
取
締
役
に

対
す
る
会
社
破
産
管
財
人
の
損
害
賠
償
請
求
と
信
義
則

（
灘
雛
襟
繍
灘
難
裂
日
）

〔
判
示
事
項
〕

　
一
人
会
社
の
代
表
取
締
役
の
違
法
不
当
行
為
を
抑
止
し
な
か
つ
た
こ
と
を
理

由
と
す
る
会
社
破
産
管
財
人
の
名
目
的
取
締
役
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
は
信

義
則
に
反
し
許
さ
れ
な
い

〔
参
照
条
文
〕

　
商
法
二
五
四
条
ノ
ニ
、
二
六
六
条
一
項
五
号
、
破
産
法
七
条
、
民
法
一
条
二

項
〔
事
　
実
〕

　
訴
外
A
株
式
会
社
は
、
昭
和
三
一
年
に
破
産
宣
告
を
受
け
、
本
件
原
告
・
控

訴
人
で
あ
る
X
が
、
そ
の
破
産
管
財
人
に
選
任
さ
れ
た
。

　
破
産
管
財
人
X
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
本
訴
に
お
よ
ん
だ
。
す
な
わ

ち
、
破
産
宣
告
前
に
A
会
社
は
累
積
赤
字
に
追
わ
れ
て
、
純
損
失
を
生
ず
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
仕
入
商
品
を
投
売
換
金
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
A
会
社
代
表

　
　
　
判
例
研
究

取
締
役
・
訴
外
B
の
違
法
不
当
な
業
務
執
行
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
被
告
・
被

控
訴
人
Y
は
、
当
時
、
A
会
社
の
い
わ
ゆ
る
平
取
締
役
で
あ
つ
た
が
、
B
の
行

為
を
抑
止
す
る
た
め
何
ら
の
措
置
を
と
ら
な
か
つ
た
。
Y
は
、
取
締
役
と
し
て

の
忠
実
義
務
に
違
反
し
て
い
る
か
ら
、
商
法
二
六
六
条
一
項
五
号
に
基
づ
き
損

害
賠
償
義
務
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
な
お
、
本
件
に
は
、
破
産
債
権
者
ろ
と
ろ

が
X
を
補
助
す
る
た
め
に
参
加
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
A
会
社
は
、
昭
和
二
四
年
に
設
立
さ
れ
た
資
本
金
百
万
円
の
繊

維
品
売
買
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
つ
て
、
訴
外
B
が
設
立
以
来
終
始
代

表
取
締
役
で
あ
つ
た
。
B
は
、
A
会
社
の
資
本
金
全
額
を
払
込
ん
で
お
り
、
発

行
済
株
式
二
万
株
は
、
全
部
B
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
名
義

上
は
、
過
半
数
が
B
名
義
で
、
そ
の
他
は
B
の
妻
な
ど
七
、
八
人
の
名
義
に
し

て
あ
つ
た
。
A
会
社
で
は
設
立
以
来
、
株
主
総
会
や
取
締
役
会
を
一
度
も
開
い

た
こ
と
が
な
く
、
形
式
だ
け
の
議
事
録
を
整
え
て
い
た
。
Y
は
、
A
会
社
の
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
　
　
（
九
七
）



　
　
　
判
　
例
研
究

権
者
の
一
人
で
あ
り
、
B
の
依
頼
に
よ
り
取
締
役
の
法
定
数
を
充
た
す
た
め
、

A
会
社
取
締
役
に
就
任
L
た
者
で
あ
る
。
Y
は
、
非
常
勤
で
担
当
業
務
は
な
く
、

B
の
依
頼
に
よ
り
A
会
社
に
融
資
し
た
以
外
は
ほ
と
ん
ど
A
社
業
務
に
接
し
た

こ
と
は
な
く
、
株
主
総
会
、
取
締
役
会
に
出
席
し
た
こ
と
も
な
い
し
、
無
報
酬

で
あ
つ
た
。
本
件
仕
入
商
品
換
金
投
売
行
為
も
B
が
一
人
で
行
つ
た
も
の
で
、

Y
は
関
与
し
な
か
つ
た
。

〔
判
旨
〕

　
控
訴
棄
却
。

　
A
会
社
は
、
「
株
式
会
社
形
式
は
と
つ
て
い
る
が
そ
の
実
質
は
B
の
個
人
経

営
と
何
ら
変
り
な
く
、
同
社
の
営
業
活
動
は
い
わ
ば
B
の
独
断
に
よ
り
行
な
わ

れ
る
し
、
右
営
業
活
動
の
結
果
生
じ
た
A
社
の
損
益
は
そ
の
ま
ま
B
個
人
の
損

益
に
帰
着
す
る
よ
う
に
な
つ
て
い
た
ー
い
わ
ゆ
る
『
一
人
会
社
』
に
当
る
」
。

　
「
A
会
社
の
右
換
金
投
売
行
為
が
違
法
又
は
不
当
な
業
務
執
行
で
あ
つ
た
と

し
て
も
、
上
記
の
如
く
右
は
A
社
代
表
取
締
役
B
自
身
が
い
わ
ば
独
断
専
行
し

た
も
の
で
あ
る
i
Y
が
格
別
こ
れ
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
の
証
明
は
な
い

ー
と
こ
ろ
、
右
B
は
単
に
A
会
社
の
代
表
者
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
経
済

上
は
A
会
社
と
同
一
視
す
べ
き
存
在
で
あ
る
こ
と
、
上
述
し
た
と
お
り
で
あ

る
。
然
ら
ば
前
記
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
『
一
人
会
社
』
と
見
る
べ
ぎ
『
A
』
が

Y
に
対
し
B
の
違
法
不
当
な
業
務
執
行
を
抑
止
し
な
か
つ
た
こ
と
の
責
を
問
う

こ
と
は
、
自
ら
違
法
不
当
な
行
為
を
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
抑
止
し
な
か
つ
た
他

人
を
責
め
て
そ
の
損
失
を
他
人
に
転
嫁
す
る
ー
い
わ
ば
『
顧
み
て
他
を
い

う
』
1
に
均
し
い
も
の
で
あ
り
、
如
何
に
も
社
会
的
常
軌
・
衡
平
に
そ
わ
な

い
も
の
と
い
う
ほ
か
な
く
、
し
よ
せ
ん
信
義
に
反
し
許
さ
る
べ
き
で
は
な
い
と

九
八

（
九
八
）

考
え
る
」
。

　
「
こ
の
こ
と
は
も
と
よ
り
X
が
破
産
者
『
A
』
の
破
産
管
財
人
と
し
て
、
そ

の
管
理
処
分
権
に
基
づ
き
、
商
法
等
二
六
六
条
に
則
る
も
の
と
し
て
な
す
1

同
法
第
二
六
六
条
ノ
三
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
1
本
訴
に
つ
い
て
も
、
そ
の

理
を
異
に
す
べ
き
い
わ
れ
は
な
く
、
X
の
Y
に
対
す
る
本
訴
請
求
も
信
義
に
反

し
許
し
難
い
も
の
と
考
え
る
」
。

〔
評
訳
〕

　
判
旨
に
若
干
疑
問
。

　
取
締
役
会
に
上
程
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
平
取
締
役
が
代
表
取
締
役
に

対
し
て
監
視
義
務
を
負
う
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
受
動
的
監
視
義
務
の
問
題
と
し

て
一
般
に
肯
定
さ
れ
、
な
ん
の
異
も
唱
え
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
取
締
役
会
に
上

程
さ
れ
な
い
事
項
に
つ
い
て
も
平
取
締
役
が
代
表
取
締
役
に
対
し
監
視
義
務
を

負
う
か
否
か
と
い
う
問
題
、
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
能
動
的
監
視
義
務
に
つ
い
て

は
、
従
来
か
ら
議
論
が
分
れ
て
い
た
（
塩
田
闘
吉
川
．
総
合
判
例
研
究
叢
書
・
商
法

く
一
一
V
六
三
頁
、
喜
多
・
昭
和
四
八
年
五
月
二
二
日
第
三
小
法
廷
判
決
判
批
・
判
例
評

論
一
七
八
号
三
二
頁
、
酒
巻
・
同
上
判
例
解
説
・
商
法
の
判
例
第
三
版
一
〇
〇
頁
）
。

平
取
締
役
の
能
動
的
監
視
義
務
を
否
定
す
る
立
場
は
、
現
在
で
は
少
数
で
は
あ

る
が
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
取
締
役
各
個
人
と
し
て

は
業
務
執
行
権
は
な
く
、
取
締
役
会
に
現
わ
れ
た
事
実
に
基
づ
い
て
の
み
監
視

義
務
を
負
う
こ
と
（
大
阪
谷
「
取
締
役
の
責
任
」
株
式
会
社
法
講
座
三
巻
一
＝
二
頁
）
、

②
商
法
二
六
六
条
ノ
三
第
二
項
が
商
法
二
六
六
条
二
項
を
準
用
し
て
、
取
締
役

会
決
議
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
場
合
に
、
賛
成
し
た
取
締
役
に
責
任
を
認
め
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
取
締
役
会
に
上
程
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
の
み
平
取
締
役
が



責
任
を
負
う
こ
と
に
帰
着
す
る
こ
と
（
昭
和
三
三
年
二
月
二
八
日
東
京
地
判
・
下

級
民
集
九
巻
二
号
二
三
四
八
頁
）
、
③
多
く
の
会
社
で
は
、
定
款
規
定
に
よ
り
、

取
締
役
会
招
集
権
者
は
代
表
取
締
役
で
あ
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
代
表
取

締
役
を
解
任
し
よ
う
と
し
て
も
、
平
取
締
役
は
取
締
役
会
を
招
集
で
き
な
い
こ

と
（
味
村
「
取
締
役
の
責
任
」
続
実
務
株
式
会
社
法
六
講
二
三
五
頁
）
を
理
由
と
し
て

挙
げ
た
。
し
か
し
、
右
の
立
場
に
対
し
て
、
取
締
役
会
の
業
務
監
査
機
能
を
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
取
締
役
が
受
動
的
監
視
義
務
を
果
し
た
の
み
で
は
任
務

を
全
う
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
し
、
商
法
二
六
六
条
二
項
に
つ
い
て
は
、
共
同

行
為
者
の
範
囲
を
擬
制
し
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
取
締
役
が
理
由
を
付
し
て
取

締
役
会
の
招
集
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
款
上
の
招
集
権
者
で
あ
る
代

表
取
締
役
が
相
当
期
間
内
に
そ
れ
に
応
じ
な
い
時
は
招
集
を
求
め
た
取
締
役
が

自
ら
、
招
集
で
き
る
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
学
説
上
反
論
さ
れ
て
い
る
（
竹
内
・

昭
和
四
八
年
五
月
二
二
日
第
三
小
法
廷
判
決
判
批
・
法
協
九
一
巻
コ
一
号
七
三
頁
、
七
四
頁
・

庄
子
・
同
上
判
批
・
法
律
の
ひ
ろ
ば
二
六
巻
二
号
六
八
頁
参
照
。
な
お
、
平
取
締
役
の
監
視

義
務
を
直
接
損
害
と
間
接
損
害
の
場
合
に
分
け
て
考
察
す
る
立
場
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
塩
田
闘
吉
川
・
前
掲
書
六
九
頁
、
喜
多
・
前
掲
書
三
二
頁
参
照
）
。

そ
し
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
最
高
裁
は
、
前
出
の
注
括
弧
内
に
す
で
に
挙
げ

た
判
例
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
事
案
の
も
と
で
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
す
な

わ
ち
、
代
表
取
締
役
が
、
事
業
拡
張
資
金
を
得
る
た
め
に
勝
手
に
融
通
手
形
を

振
出
し
た
が
、
結
局
騙
さ
れ
て
資
金
を
得
る
こ
と
が
で
ぎ
ず
、
会
社
は
倒
産
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
平
取
締
役
の
代
表
取
締
役
に
対
す
る
監
視
義
務
違
反
を

理
由
に
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
責
任
が
問
わ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
最
高
裁
は
、

「
株
式
会
社
の
取
締
役
会
は
会
社
の
業
務
執
行
に
つ
き
監
査
す
る
地
位
に
あ
る

判
例
研
究

か
ら
、
取
締
役
会
を
構
成
す
る
取
締
役
は
、
会
社
に
対
し
、
取
締
役
会
に
上
程

さ
れ
た
事
柄
に
つ
い
て
だ
け
監
視
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
代
表
取
締
役
の
業
務

執
行
一
般
に
つ
き
、
こ
れ
を
監
視
し
、
必
要
と
あ
れ
ば
、
取
締
役
会
を
自
ら
招

集
し
、
あ
る
い
は
招
集
す
る
こ
と
を
求
め
、
取
締
役
会
を
通
じ
て
業
務
執
行
が

適
正
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
職
務
を
有
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」

と
判
示
し
、
い
わ
ゆ
る
能
動
的
監
視
義
務
を
も
肯
定
し
た
（
昭
和
四
八
年
五
月
二

二
日
第
三
小
法
廷
判
決
．
民
集
二
七
巻
五
号
六
五
六
頁
）
。
そ
し
て
、
こ
の
最
高
裁
の

立
場
は
、
学
説
上
の
多
数
説
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
つ
た
（
由
尾
・
昭
和
四
八
年
五

月
二
二
日
第
三
小
法
廷
判
決
解
説
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
昭
和
四
八
年
度
五

頁
）
。
た
だ
、
右
の
よ
う
な
結
論
に
至
る
根
拠
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
会
に
会
社

業
務
監
査
機
能
が
あ
る
の
で
、
そ
の
構
成
員
と
し
て
の
平
取
締
役
に
受
動
的
監

視
義
務
の
み
な
ら
ず
、
能
動
的
監
視
義
務
を
含
め
た
一
般
的
監
視
義
務
を
認
め

る
の
が
多
数
説
で
あ
る
（
本
間
・
注
釈
会
社
法
四
巻
二
六
六
頁
注
一
〇
、
矢
沢
「
違
法

配
当
」
新
商
法
演
習
く
2
V
二
二
〇
頁
、
酒
巻
・
取
締
役
の
責
任
と
会
社
支
配
六
頁
、
庄

子
．
前
掲
書
六
九
頁
参
照
）
。
結
論
的
に
は
、
右
の
立
場
と
同
じ
様
に
、
平
取
締
役

の
一
般
的
監
視
義
務
を
認
め
て
よ
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
右
の
立
場
は
、
会

社
の
業
務
執
行
機
関
と
し
て
代
表
取
締
役
あ
る
い
は
そ
の
他
の
業
務
執
行
権
限

を
有
す
る
取
締
役
を
考
え
て
お
り
会
議
体
と
し
て
の
取
締
役
会
自
体
が
業
務
執

行
権
を
持
つ
こ
と
を
前
提
と
し
た
立
論
で
は
な
い
の
で
、
代
表
取
締
役
あ
る
い

は
業
務
執
行
権
を
有
す
る
取
締
役
と
し
て
の
監
視
義
務
と
取
締
役
会
構
成
員
と

し
て
の
単
な
る
平
取
締
役
と
し
て
の
監
視
義
務
が
区
別
さ
れ
る
（
倉
沢
「
取
締

役
の
監
視
義
務
に
つ
い
て
」
企
業
法
研
究
＝
二
輯
ニ
ハ
頁
、
庄
子
・
前
掲
書
六
九
頁
V
。

し
か
し
、
代
表
権
限
と
業
務
執
行
権
限
は
、
本
来
別
個
独
立
の
も
の
と
理
解
さ
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（
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九
）
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れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
定
款
の
規
定
に
よ
つ
て
業
務
執
行
権

限
は
制
限
で
き
る
の
で
、
業
務
執
行
権
限
を
伴
わ
な
い
代
表
権
限
が
あ
り
得
る

し
、
ま
た
、
商
法
二
六
二
条
の
場
合
に
は
、
代
表
権
限
の
擬
制
は
あ
つ
て
も
、

業
務
執
行
権
限
の
擬
制
ま
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
　
（
津
田
・
会
社
法
の
大
意
く
上

v
…
全
貢
、
二
六
四
頁
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
代
表
権
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
見
合
つ
た

範
囲
で
業
務
執
行
権
が
予
定
さ
れ
る
と
し
て
、
代
表
取
締
役
に
業
務
執
行
権
を

認
め
る
多
数
説
の
立
場
に
は
賛
成
で
き
な
い
（
津
田
．
前
掲
書
二
六
三
頁
）
。
だ
か

ら
、
株
式
会
杜
の
業
務
執
行
権
に
つ
い
て
は
、
業
務
決
定
権
あ
る
も
の
に
業
務

執
行
権
が
予
定
さ
れ
て
い
る
我
が
法
体
系
上
の
原
則
ど
う
り
に
（
民
法
五
二
条

二
項
、
同
法
六
七
〇
条
、
有
限
会
社
法
壬
ハ
条
参
照
）
、
業
務
決
定
権
を
持
つ
取
締
役

会
が
業
務
執
行
権
を
持
つ
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
津
田
・
前
掲
書
二
六
六
頁
、
高

鳥
「
会
社
代
表
行
為
の
病
理
現
象
」
会
社
法
の
諸
問
題
二
八
九
頁
、
二
九
〇
頁
）
。
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

に
、
定
款
に
よ
り
業
務
執
行
権
を
も
つ
取
締
役
を
定
め
た
と
し
て
も
取
締
役
会

の
業
務
執
行
権
が
そ
の
限
り
で
排
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
も
の
は
、

む
し
ろ
取
締
役
会
の
下
部
機
関
で
あ
り
、
取
締
役
会
の
指
揮
・
監
督
に
服
す
べ

き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
（
倉
沢
・
前
掲
書
一
七
頁
）
、
代
表
取
締
役
も
取
締
役

会
の
指
示
・
命
令
下
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
他
の
会
社
従
業
員
と
同
様
の
立

場
に
あ
る
（
高
鳥
・
前
掲
書
二
八
九
頁
、
二
九
〇
頁
）
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
株
式
会

社
の
業
務
執
行
行
為
で
あ
れ
ぽ
、
そ
れ
は
取
締
役
会
の
権
限
と
責
任
の
中
に
含

ま
れ
、
そ
の
機
能
を
果
す
た
め
に
取
締
役
会
を
構
成
す
る
者
に
は
善
管
注
意
義

務
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
代
表
取
締
役
あ
る
い
は
業
務
担
当
取
締
役
で
あ
ろ
う

と
平
取
締
役
で
あ
ろ
う
ど
な
ん
ら
の
差
の
な
い
監
視
義
務
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
（
倉
沢
．
前
掲
書
一
七
頁
）
。
そ
し
て
、
こ
の
監
視
義
務
は
、
善
管
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注
意
義
務
に
基
づ
く
が
、
そ
の
善
管
注
意
義
務
は
、
取
締
役
会
構
成
員
と
し
て

の
機
能
を
果
す
た
め
の
注
意
義
務
の
程
度
を
示
す
も
の
だ
か
ら
、
善
管
注
意
義

務
そ
の
も
の
か
ら
監
視
義
務
と
い
う
職
務
を
引
き
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
場
合
に
は
、
注
意
の
程
度
を
示
す
善
管
注
意
義
務
か
ら

監
視
義
務
を
引
き
出
す
の
は
本
末
顛
倒
で
あ
る
と
の
議
論
は
成
立
し
な
い
（
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
喜
多
・
前
掲
書
三
二
頁
参
照
）
。

　
以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
基
礎
と
し
て
本
件
を
考
え
て
み
る
と
、
本
件
被
告
Y

に
は
監
視
義
務
違
反
が
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
名
目
的
で
あ
り
、
し
か

も
な
ん
の
役
付
で
も
な
い
に
し
ろ
、
取
締
役
と
し
て
就
任
し
、
取
締
役
会
構
成

員
と
な
つ
た
限
り
、
Y
は
監
視
義
務
を
負
担
す
る
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
Y

は
、
A
会
社
の
債
権
者
で
も
あ
り
、
A
会
社
倒
産
の
被
害
者
で
あ
る
。
し
か

も
、
A
会
社
は
、
実
の
と
こ
ろ
代
表
取
締
役
B
の
一
人
会
社
で
あ
り
、
B
個
人

の
責
任
は
総
株
主
の
同
意
（
B
一
人
の
同
意
）
と
い
う
こ
と
で
追
求
さ
れ
な
い

と
す
れ
ば
、
A
会
社
の
持
つ
損
害
賠
償
請
求
権
を
破
産
管
財
人
X
が
Y
に
対
し

て
行
使
す
る
こ
と
は
、
い
か
に
も
公
平
に
反
す
る
感
を
呈
す
る
。
し
か
し
、
X

は
、
破
産
管
財
人
と
し
て
い
わ
ば
総
破
産
債
権
者
の
た
め
に
訴
追
し
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
Y
の
監
視
義
務
違
反
が
あ
る
以
上
、
Y
に
対
す
る
責
任
追
求
は
、

B
と
の
関
係
で
は
公
平
を
欠
き
信
義
に
反
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
会
社
財
産

の
充
実
に
利
害
を
持
つ
会
社
債
権
者
と
の
関
連
か
ら
い
け
ぽ
、
た
と
え
一
人
会

社
A
の
持
つ
請
求
権
を
行
使
し
て
い
る
と
は
い
え
、
A
会
社
と
B
は
あ
く
ま
で

も
別
人
格
で
あ
り
、
A
会
社
財
産
が
会
社
債
権
者
に
対
す
る
責
任
財
産
を
構
成

す
る
た
め
、
不
公
平
と
は
い
え
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
Y
が
A
会
社
の
取
締
役

に
就
任
し
た
こ
と
は
、
実
は
、
Y
が
A
会
社
の
債
権
者
に
対
す
る
実
質
的
な
意



味
に
お
け
る
保
証
人
的
機
能
を
引
き
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
実
質

的
な
評
価
変
更
は
A
会
社
倒
産
の
被
害
者
で
も
あ
る
Y
に
と
り
あ
ま
り
に
酷
な

こ
と
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
会
社
の
取
締
役
に
就
任
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
安
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
と
責
任
も
予
想
さ
れ

る
地
位
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
右
立
論
は
必
ず
し
も
不
合
理
と
は
い
え
な

い
。
判
旨
と
し
て
は
、
も
し
公
平
の
観
点
か
ら
Y
の
責
任
を
否
定
し
た
け
れ

ば
Y
に
つ
い
て
も
総
株
主
の
同
意
が
あ
り
、
A
会
社
と
の
関
係
で
は
責
任
免
除

が
あ
つ
た
と
構
成
す
る
の
も
一
方
法
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
二
年
一
〇
月
一
二
日
稿
）
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